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Introduction
Letter

PENT.は、プロフェッショナル向けフィットネスクラブのフィットネスソリューションサ
プライヤーとして長年培ってきた経験とノウハウを基盤に、2011年に設立されました。

Marcin Raczek氏とJagoda Markowska Raczek氏を中心とする家族経営の企業であり、高い
専門性を備えたチーム全体の力によって、ブランドは形づくられています。

ブランド創設当初から一貫して掲げられてきた理念は、フィットネス機器を単なる道具で
はなくデザイナー家具であり、時代を超えて価値を持ち続ける芸術作品として創り上げる
ことでした。電子機器を一切使用せず、厳選された最高品質の素材のみで構成された

PENT.の製品は、長年の使用によって価値を損なうのではなく、むしろ卓越した職人技と
デザインの結晶として、その存在感を深めていきます。

創業者であり発案者でもあるMarcin Raczekは、創業当初から今後の時代において最高水準
を必要とする顧客は、既存のフィットネス機器以上のものを求めるようになると確信して
いました。人々は、プライベートなフィットネスゾーンにおいても、美しいものに囲まれ

ながら過ごす体験そのものを重視するようになると考えていたのです。

2020年はPENTにとって飛躍の年となりました。新たな機器コレクションが開発され、製

品ポートフォリオが大幅に拡大したことで、COVID-19パンデミックによるロックダウン中
に大きな関心を集めることになります。

新コレクションは、Marcin Raczekのビジョンのもと、PENT.の発祥地であるポーランド南
部はビェルスコ＝ビャワを拠点とするBrand’ys Designのデザイナー、Joanna Brandys氏と
の協業によって生み出されました。この協働は、ブランドの世界観をさらに洗練させる重

要な要素となっています。

PENT.は世界中にDoor to Doorで製品を提供しており、ヨーロッパ各国、アメリカやカナダ

といった人気市場のほか、シンガポール、東京、オーストラリア、ドバイ、ロンドン、バ
ンクーバー、カンヌ、香港、シドニーなどの国々へも供給しています。



LeBron James

NBAスーパースターであるレブロン・ジェームズによって設
立・運営されるこの財団は、米国各地のコミュニティにおいて、
教育や社会的支援をはじめとする多様な分野で前向きな変化を
もたらすことを目的とした、影響力の高い慈善団体です。

Terry Crews

テリー・クルーズは、テレビパーソナリティとして知られるだ
けでなく、元プロアスリートであり、ストレングストレーニン
グの価値を世界的に発信し続ける存在です。

ERLING HAALAND

サッカー界で最も称賛される世界的なアイコンの一人である彼
は、完璧さへの追求を反映したプライベートジムの設立に
PENT.を選びました。すべてのセッションが特別な体験であり、
細部に至るまで規律とセンスが反映されているのです。

Ellen DeGeneres

アメリカのスタンドアップコメディアン、テレビ司会者、女優。
トーク番組 The Ellen DeGeneres Show のホストとして世界
的に知られています。

Who Has PENT.?



世界の王侯貴族やVIPに愛されてきた最高級５つ星ホテル

CLARIDGE’S IN LONDON’S
MAYFAIR

Where You can Find
PENT.? THE RAFFLES HOTEL

SINGAPORE

数々の著名人に愛されてきた伝統的で格式高い
名門ホテル



Where You can Find
PENT.?

３スイート、６ゲストルーム、ペントハウスそして
レジデンスを備える５つ星ホテル

RH GUESTHOUSE NEW YORK

THE MAYBOURNE
BEVERLY HILLS

ビバリーヒルズの名門５つ星ラグジュアリーホテル



Where You can Find
PENT.? BANYAN TREE DUBAI

ブルーウォーターズ・アイランドに位置する
5 つ星ラグジュアリービーチリゾート

MARINA BAY SANDS
SINGAPORE
シンガポールの中心に位置する統合型
５つ星ラグジュアリーリゾート



Where You can Find
PENT.?

ヨット愛好家のための特別製品ライン。
ステンレスやチーク材などの高級素材
を使用しパーソナライズされたフィッ
トネス機器。

YACHT’S



How It’s Made



PENT.ラグジュアリーアクセサリーは、パーソナルスタジオのト
レーナー、ラグジュアリースパやジムはもちろん、極めて上質な
ホームジムを求めるプライベートユースにも適しています。

そのすべての要素が組み合わさることで、最高品質を求めるお客様
に相応しい唯一無二のプロダクトが生まれます。



経験豊かで卓越したデザ
インチームの創造性に供
給される著名メーカーか
らの高品質な素材。そし
て先進的な機械設備。そ
れらを掛け合わせること
で、PENT.のラグジュア
リーフィットネス機器は、
比類なき個性とタイムレ
スな価値を纏います。

PENT.が目指したのは、
エクスクルーシブなホー
ムジムやパーソナルスタ
ジオに相応しい高い完成
度。洗練された角度と曲
線、美しいステンレスス
ティール仕上げに至るま
で、細部に一貫した美意
識を宿しています。

また、オイル仕上げの
ウォールナットは、確か
なグリップ感と高い衛生
面を両立。汗をかいた時
に使用者に有害な物質が
移行しにくい素材となっ
ており、安心してお使い
いただけます。

妥協なきお客様のために、
素材から特別であること。
私たちの目標は、品質に
対し最高レベルを望まれ
るお客様に相応しい、唯
一無二のプロダクトを生
み出すことです。そのた
めにPENT.は、素材選定
においても特別な基準を
設けています。

アクセサリーのフォルム
は、長い設計プロセスの
結晶です。数ヶ月にも及
ぶデザイン開発の中で、
多様な形状・素材・仕様
を検証し、求められる水
準に応えられる完成度へ
と磨き上げています。





地球のための、PENT.のエコ・ソリューション

環境配慮を高める、私たちのソリューションをご覧ください

Why It’s Eco?



私たちはラグジュアリー製品のメーカーとして、卓越した品質だけ
ではなく、すべての製品における持続可能なものづくりを重視して

います。プラスティックの使用を排除し、リサイクル由来の素材や、
環境に配慮した育成環境から調達した素材を、責任をもって採用し
ています。

サステナブルに仕立てた、
ラグジュアリー



天然資源

私たちはサプライヤーに高い基準を設け、原材料を持続可能な方法で調達
しているパートナーに限定し協業しています。

ひとつの製品に、一本の木を

EMSOでPENT.製品をご購入いただくごとに、クルミの木を一本植樹します。

製品のロングライフ設計

耐久性と品質、そして時代に左右されないデザインを追求することで製品
のライフサイクルを長く保ち、長期間お使いいただける価値を創造します。

自然に対する、
私たちのコミットメント



天然資源

再生スチール プラスティックの使用ゼロ

環境を配慮した栽培による木材 持続可能な飼育環境由来のレザー



原材料を
サステナブルに調達する

地球への配慮のもと、PENT.は原材料を持続
可能に調達することを重視しています。製品

に使用するスティールは、すべてリサイクル
由来。環境への負荷を抑える選択を徹底して
います。

製品に用いるウォールナット材は、環境に配
慮したプランテーションから採取し、森林と

自然の生態系の保全につなげています。本革
も同様に、持続可能な供給源のものに限定し
採用。自然環境への影響を最小限に留めます。

PENT.は高品質な製品を届けるだけでなく、
ものづくりの全工程を通じてサステナブルな

実践を広げ、業界に示すべき基準を提示して
います。



PENT.のエクスクルーシブ・プロダクトラインは、EMSOクラブ
でのみお取り扱いいたします。クラブで得た体験をそのままご
自宅のワークアウトへ。日常の中で、上質な時間を継続してい
ただけます。

ひとつの製品に 一本の木を

PENT.製品をご購入いただくたびに、ポーランドの環境に配慮
した農園にウォールナット（クルミ）の木を一本植樹します。
お客様の選択が、地球をいたわるアクションへとつながります。





私たちは、最高品質、エルゴノミクスに基づく造形、そして耐久性を追求しながら、
使用する素材の無駄を最小限に抑える設計を貫いています。

アクセサリーからフィットネス機器に至るまで、すべてのプロダクトに宿るのは時
代に左右されないエレガンスです。その美しさは製品を長く愛し、自然資源を大切

に使うエコロジカルな思想と静かに呼応するのです。

タイムレス  デザイン
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